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17. 円と直線の共有点



円と直線の共有点(交点 )円と直線の共有点(交点 )

と直線
との共有点の座標は,

これを解いて
これを　 に代入して

のとき
のとき

したがって,　  と　の共有点の座標は

円
の連立方程式の実数解である.

を　に代入し,　  を消去すると

例例



円と直線の共有点(接点 )円と直線の共有点(接点 )

との共有点の座標は求める.
と直線同様の考え方で円例例



円と直線の共有点の個数( 1 )円と直線の共有点の個数( 1 )

である.

一般に,  円と直線を表す方程式を連立し,　　を消去して,
の　次方程式

この　次方程式の実数解が,  円と直線の共有点の　座標
が現われたとする.



例題

交わるような定数 　の値の範囲を求めよ.
円 と直線 が異なる　点で




